
【設問】

問われている事、着目点を青字で表示

【模範解答】

業務センターの模範解答の文章を記載し、必須と思われる文言を赤字で表示

【解答のポイント】

・どのような現象の設問か

・何を答えればよいか

・なぜ模範解答のような文章になっているか

などを記載

解説の凡例
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低気圧A に伴う寒冷前線が活発であることを示す850hPaの温度場と風の場の特徴を35字程度で述べよ。

寒冷前線の位置

３１回 実技１ 問１（２）
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等温線が密集(気温の傾度が大きい)
等温線を横切る風



【設問】

低気圧Aに伴う寒冷前線が活発であることを示す850hPaの温度場と風の場の特徴を35字程度で述べよ。

【模範解答】

前線の後面で気温の傾度が大きく，等温線に直角な風速の成分が強い

【解答のポイント】

・寒冷前線の活発度が問われているので、寒冷前線の近辺を解析する

・求められているもの
◆温度場

気温の傾き、温度移流など
◆風の場

風向、風速、収束、発散、循環など

・前線が活発＝温度移流が活発、風が強い、鉛直流が強い

３１回 実技１ 問１（２）
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赤外画像において，雲域B は低気圧の中心の北～北東側に盛り上がった形状をしており，発達期の低気圧の特徴の一つ
を示している。この雲域の形成に関係する850hPaの温度移流と700hPaの鉛直流の状況について20字程度で述べよ。

３１回 実技１ 問１（３）
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【設問】

赤外画像において，雲域B は低気圧の中心の北～北東側に盛り上がった形状をしており，発達期の低気圧の特徴の一つを
示している。この雲域の形成に関係する850hPaの温度移流と700hPaの鉛直流の状況について20字程度で述べよ。

【模範解答】

暖気移流が強く，上昇流の場となっている。

【解答のポイント】

・発達期の低気圧に特徴的な「バルジ」形状の雲域

・温度移流の状況
等温線が北側に凸となり、南寄りの風が等温線を横切っているのでこの領域は暖気移流

・鉛直流の状況
この領域は、網掛け領域なので上昇流の場

３１回 実技１ 問１（３）

5



初期時刻～24時間後と24時間後～36時間後の両期間における低気圧Aの盛衰についての適切な語句を，解答用紙の
枠内からそれぞれ一つずつ選択せよ。

初期 １２H

２４H ３６H

３１回 実技１ 問２（１）
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【設問】

初期時刻～24時間後と24時間後～36時間後の両期間における低気圧Aの盛衰についての適切な語句を，解答用紙の枠
内からそれぞれ一つずつ選択せよ。

【模範解答】

初～24時間 発達
24時間～36時間 衰退

【解答のポイント】

・低気圧の盛衰の判断材料は、
・中心気圧の推移
・温度移流の強弱
・500hPa面トラフと地上低気圧中心の位置関係
・700hPa鉛直流の状況
・700hPa乾燥域、湿潤域の状況

・この設問の場合、地上天気図が引用されているので中心気圧の推移で判断する
初期 992hPa
12H 988hPa -4hPa 発達
24H  984hPa -4hPa 発達

３１回 実技１ 問２（１）
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24H  984hPa -4hPa 発達
36H  992hPa +8hPa 衰退



初期時刻～24時間後に，低気圧Aが発達する理由を，500hPaのトラフと地上の低気圧との相対的な位置関係，
850hPaの温度移流と700hPaの鉛直p速度に着目して65字程度で述べよ。

12H

24H

３１回 実技１ 問２（２）
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500hPa高度・渦度 850hPa気温・風



【設問】

初期時刻～24時間後に，低気圧Aが発達する理由を，500hPaのトラフと地上の低気圧との相対的な位置関係，
850hPaの温度移流と700hPaの鉛直p速度に着目して65字程度で述べよ。

【模範解答】

500hPaのトラフの前方に低気圧Aがあり，進行方向前面で暖気移流が強く上昇流となり，後面では寒気移流が強く
下降流となっている

【解答のポイント】

・典型的な低気圧発達の条件を解答する

・低気圧発達の条件
・トラフ
トラフが地上低気圧の西側に位置する。または地上低気圧がトラフの東側に位置する
図で東西が言いづらい場合は、「前面」、「後面」を使う

・温度移流
低気圧の進行方向の前面で、暖気移流と上昇流、後面で寒気移流と下降流

３１回 実技１ 問２（２）
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問2(1)で描画したジェット気流について次の①と②に答えよ。
①このジェット気流の呼称を答えよ。
②梅雨前線との位置関係を20字程度で述べよ。

前線位置

強風軸

３１回 実技２ 問２（２）
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【設問】

このジェット気流の呼称を答えよ。
梅雨前線との位置関係を20字程度で述べよ。

【模範解答】

亜熱帯ジェット気流
梅雨前線の北側で前線とほぼ平行している。

【解答のポイント】

・強風軸（ジェット気流）の位置は、矢旗ではなく等風速線によって目安をつける
この図の場合は、80ktの等風速線を利用する

・ジェット気流
寒帯前線ジェット気流 北側
亜熱帯ジェット気流 南側

高度は亜熱帯ジェット気流の方が高い

・位置関係
前線のどちら側にあるか

３１回 実技２ 問２（２）
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前線のどちら側にあるか
走向は、前線に対してどうなっているか



領域R内の500hPaの湿数分布をもとに，湿潤域と乾燥域のそれぞれが梅雨前線に対してどのように分布しているかを35字
程度で述べよ。

３１回 実技２ 問２（３）
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R



【設問】

領域R内の500hPaの湿数分布をもとに，湿潤域と乾燥域のそれぞれが梅雨前線に対してどのように分布しているかを35字程
度で述べよ。

【模範解答】

梅雨前線付近に湿潤域があり，湿潤域の南側および北側に乾燥域がある。

【解答のポイント】

・地上前線位置を描画する

・前線付近の湿数を見る

・湿数が小さい緑丸（湿潤）と大きい水色丸（乾燥）を把握する

・模範解答は、図を見たままに記述している

３１回 実技２ 問２（３）
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描画をもとに，領域R内における850hPaの露点温度の南北分布の特徴を，梅雨前線付近およびその南側と，梅雨前線
の北側の二つの領域に分けて50 字程度で述べよ。

前線の北側

傾度大

３１回 実技２ 問２（５）
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前線付近と南側



【設問】

描画をもとに，領域R内における850hPaの露点温度の南北分布の特徴を，梅雨前線付近およびその南側と，梅雨前線の
北側の二つの領域に分けて50字程度で述べよ。

【模範解答】

前線付近とその南側では露点温度が高くその南北の傾度が小さい。北側では露点温度が低くその傾度が大きい。

【解答のポイント】

・題意により、「前線付近と南側」、「前線の北側」のふたつを比較する

・分布の特徴として以下を念頭に考察
・数値の大小
・数値変化の度合い（傾度）
・範囲の広さ、形状
・特異点はないか

・南北分布の特徴

露天温度の高低: 「前線付近と南側」 高い ／ 「前線の北側」 低い

３１回 実技２ 問２（５）
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露天温度の傾度: 「前線付近と南側」 小さい ／ 「前線の北側」 大きい

この問題の図では広さや形状に特筆すべき内容がない。また特異点もない。



梅雨前線の北側における850hPaの露点温度と温度のそれぞれの南北分布の特徴を，各南北傾度の違いに着目して35 
字程度で述べよ。

850hPa天気図

等温線間隔広い
温度の傾度は小さい

３１回 実技２ 問２（６）

露天温度
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等露点温度線間隔狭い
傾度が大きい



【設問】

梅雨前線の北側における850hPaの露点温度と温度のそれぞれの南北分布の特徴を，各南北傾度の違いに着目して35字
程度で述べよ。

【模範解答】

露点温度の南北の傾度が大きいが，温度の傾度はそれに比べて小さい。

【解答のポイント】

・題意により、傾度の違いを把握する。

・露点温度は分布図。 気温は850hPa天気図を用いる。

・場所は、前線の北側。

・気温の南北傾度は、850hPa天気図の等温線の間隔を見ると、間隔が広い＝傾度が小さい
・露点温度の南北傾度は、分布図により等露点温度線の間隔が狭い＝傾度が大きい

このふたつを文章に仕上げる。

・気温傾度が小さく、露点温度傾度が大きくかつ前線から離れる方向に露点温度が下がっている。

３１回 実技２ 問２（６）
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・気温傾度が小さく、露点温度傾度が大きくかつ前線から離れる方向に露点温度が下がっている。
従って、前線から離れるほど湿数が大きくなって乾燥している。逆に言えば前線付近は湿数が小さく湿潤である。



東経125°～ 145°の範囲で前12 時間予想降水量が20mm 以上の領域に着目すると，九州地方に50mm以上を含
む降水域があり，これとは別に，中心域に30mm 以上を含む規模の大きな降水域がもう一つ予想されている。この降水域
の位置と形状を30 字程度で述べよ。

地上気圧・降水量・風１２時間予想図

20mmの等値線

３１回 実技２ 問４（１）
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地上気圧・降水量・風２４時間予想図 20mmの等値線



【設問】

東経125°～145°の範囲で前12時間予想降水量が20mm以上の領域に着目すると，九州地方に50mm以上を含む降
水域があり，これとは別に，中心域に30mm以上を含む規模の大きな降水域がもう一つ予想されている。この降水域の位置
と形状を30字程度で述べよ。

【模範解答】

朝鮮半島の南から関東の南東海上にかけて帯状に分布している。

【解答のポイント】

・題意で20mm以上の降水域に着目と書いてあるので、20mmの等値線を描画してその位置と形状を記述する。

・設問の冒頭で、12時間、24時間両方の図を対照にしているので両方の降水帯を総合して答える。

・このような形状は、 「帯状」 と記述することが多い。

・位置は、朝鮮半島の南～関東の南東海上にかけてと見たとおりである。

３１回 実技２ 問４（１）
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気温が秋田で平年値より高くなっている理由を，図4および図5を考慮し，低気圧の位置・盛衰と地形との関係に言及して
50字程度で述べよ。

地上気圧・降水量・風 予想図

２４H

３２回 実技１ 問２（５）
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３６H



【設問】

気温が秋田で平年値より高くなっている理由を，図4および図5を考慮し，低気圧の位置・盛衰と地形との関係に言及して50
字程度で述べよ。

【模範解答】

日本海で発達した低気圧に向かって下層に南寄りの暖気が流入し、さらにフェーンによる昇温が加わるため。

【解答のポイント】

・言及すべき事柄に対して忠実に状況を把握して文章にする

・言及すべき事柄

・低気圧の位置:日本海 ⇒ 低気圧性循環によって秋田に南寄りの暖かい風が流入する。

・低気圧の盛衰:発達 ⇒ 中心気圧からみて発達中である。

・地形の関係:山脈の影響 ⇒ 南寄りの暖湿な気流がフェーンで更に昇温する。

・山脈を越えて風下側でフェーンによって昇温するので関係する気流は下層の気流である。

３２回 実技１ 問２（５）
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図8(上)と(下)に共通してみられる関東地方の平野部とその西側の山地で予想される降水量分布の特徴を45字程度で述
べよ。

図８ 地上気圧・風・前３時間降水量

平野部

３２回 実技１ 問３（１）
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西側の山地



【設問】

図8(上)と(下)に共通してみられる関東地方の平野部とその西側の山地で予想される降水量分布の特徴を45字程度で述べ
よ。

【模範解答】

山地では降水量が多いが、平野部では降水量が少なくほとんど予想されていない所もある。

【解答のポイント】

・降水量分布の特徴
・多い、少ない
・分布の仕方（帯状、線状など）
・極端な部分（無降水、集中豪雨など）

・この問題の場合は、図を見たままに解答している。
降水量がどんな分布をしているかだけであり、どうしてそうなるかまでは聞いていない。

３２回 実技１ 問３（１）
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降水量分布が問3(1)で解答した特徴を示す理由を，図9および図10を考慮して50字程度で述べよ。

上昇流

下降流

３２回 実技１ 問３（２）
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西側の山地



【設問】

降水量分布が問3(1)で解答した特徴を示す理由を，図9および図10を考慮して50字程度で述べよ。

【模範解答】

山地では強い南西風によって上昇流ができて降水が強まり、平野部では下降流となって降水が弱まるため。

【解答のポイント】

・前問により 山地で降水多、平野部で降水少。
山地では風による気塊の強制上昇が発生することを考慮する。

・図１０は地形図であり、地形図が出たら山地の影響や海岸線の向きなどをまず考えること。

・図９は風向と鉛直流の鉛直分布である。この図を使えという事は、上昇流と下降流を読めということ。

３２回 実技１ 問３（２）
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③の解答(海面水温10℃～15℃、気温20℃)をもとに，領域Ａで卓越している雲の成因を推定して40字程度で述べよ。

赤外画像

可視画像

３２回 実技１ 問４（１）④
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【設問】

③の解答(海面水温10℃～15℃、気温20℃)をもとに，領域Ａで卓越している雲の成因を推定して40字程度で述べよ。

【模範解答】

暖かく湿った空気塊が相対的に冷たい海水面上に移流して冷やされ、水蒸気が凝結する。

【解答のポイント】

・衛星画像から領域Aは、層雲または霧。 雲の成因となっているが、移流霧と見てよいだろう。

・移流霧の発生要因は、以下２つ。 この問題は①の場合にあたる。

①温かい空気＋冷たい海面
暖かく湿った空気が海面で冷やされて凝結する （温かい部屋の冷たい飲み物の表面と同じ）

②冷たい空気＋温かい海面
冷たく乾いた空気に海面から水蒸気が供給されて飽和する （お風呂場の湯気と同じ）

・暖かい、冷たいは相対的な表現なので「相対的」は入れたほうがよい。

３２回 実技１ 問４（１）④
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太枠内の領域では，顕著なシアラインを境にして風の分布にどのような特徴がみられるかを45字程度で述べよ。

シアライン

３２回 実技１ 問４（５）①
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【設問】

①太枠内の領域では，顕著なシアラインを境にして風の分布にどのような特徴がみられるかを45字程度で述べよ。

【模範解答】

シアラインの南側では、南西の強風域、北側では北寄りまたは西寄りの弱風域になっている。

【解答のポイント】

・風の分布
・風速・風向の違い
・収束・発散の状況など

・シアラインを確実に解析する

・題意が、「シアラインを境にして」なので、その北側と南側を比較する。
シアラインの走向が南西ー北東なので、「北西側」、「南東側」としても良いと思う。

・南側は、ほぼ南西風なので答えやすいが、北側の風向は言葉が難しい。北側は図１４だけを見ると「西寄り」を言及しなくても
大きな減点にはならないかもしれないが、③の設問から全体が南西の強風場なので言及すれば完璧である。

山地の影響で、南西風が弱まり、北からの風が吹き込んできている。

３２回 実技１ 問４（５）①
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山地の影響で、南西風が弱まり、北からの風が吹き込んできている。



②図15にみられる風の鉛直分布の特徴を40字程度で述べよ。

３２回 実技１ 問４（５）②③
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③シアラインが形成され，①で答えた風の分布になる理由について，図10も参考にして，30字程度で述べよ。

山地の風下



【設問】

②図15にみられる風の鉛直分布の特徴を40字程度で述べよ。
③シアラインが形成され，①で答えた風の分布になる理由について，図10も参考にして，30字程度で述べよ。

【模範解答】

②最下層では西寄りの風で弱いが、その上では南西風で高度が高くなるほど風速が大きい
③南西の強風場の中で、山地の風下では下層の風が弱くなるため

【解答のポイント】

②風の鉛直分布の特徴
・高度による風速・風向の違い
最下層とその上で明らかに風向と風速に違いがある。

③地形図が出たら風への影響を考える
・上空では南西の強風がそのまま吹いているが、山地の風下では、山に遮られて下層の風が弱くなる。
・理由を述べよの問には 「～のため ～だから」 と答える

３２回 実技１ 問４（５）②③

31



解析雨量図では対馬付近から日本海中部にかけて降水域が帯状に広がっている。能登半島より西の領域では，この降水
域の南縁は850hPaの相当温位と風の場のそれぞれどのようなところに対応しているかを40字程度で述べよ。

解析雨量図

850hPa 相当温位・風解析図

降水域の南縁

３２回 実技２ 問２（３）

32

等相当温位線がやや込む
風のシアがある



【設問】

解析雨量図では対馬付近から日本海中部にかけて降水域が帯状に広がっている。能登半島より西の領域では，この降水域
の南縁は850hPaの相当温位と風の場のそれぞれどのようなところに対応しているかを40字程度で述べよ。

【模範解答】

等相当温位線がやや込んだ領域の南縁付近で、風のシアがある領域に対応している。

【解答のポイント】

・考察すべき領域が指定されている
能登半島の西の降水域
その降水域の南縁
降水域全体ではなく、南縁と言っているので注意

・「相当温位のどのようなところ」
・等相当温位線がどうなっているか
・周辺と比較して相当温位が高いのか低いのか

降水域の縁では相当温位の傾度が大きい。従って等相当温位線が込んでいる。
この図では、集中までには至らず、 「やや込んだ」 と表現している。

３２回 実技２ 問２（３）

33

・「風の場のどのようなところ」
・収束・発散がどうなっているか
・風向、風速のシアがどうなっているか

降水域の縁では風が収束して上昇流を生起していることが多い

・この設問では、降水域の南縁での状況を確認させている
相当温位の傾度が大きく、風が収束している



11時までの1時間に20mm以上の強雨が予想されている領域の台風から見た位置と形状およびその後その領域がどのように
変化すると予想されているかを35字程度で述べよ。

３２回 実技２ 問３（４）

34

20mm以上の降水域



【設問】

11時までの1時間に20mm以上の強雨が予想されている領域の台風から見た位置と形状およびその後その領域がどのように
変化すると予想されているかを35字程度で述べよ。

【模範解答】

進行方向前面に半月状に取り巻いており、時間経過とともに縮小する。

【解答のポイント】

・解答すべき要素は、
・台風から見た20mm以上の降水域の 「位置」、「形状」
・その降水域の 「変化」 状況

・先ず降水量の凡例から20mm以上の色（この場合オレンジ色）を特定する。

・位置 :台風から見て「北側」もしくは「進行方向前面」

・形状 :「半月状」、「馬蹄形」、「三日月状」などが用いられる。

・変化 :横方向に伸びて、２分割して次第に小さくなっている。

３２回 実技２ 問３（４）

35

字数の制限もあるので２分割などは省略して大きく見て範囲が縮小していることだけ記述する
ここでは、分割などより縮小することの方が予報の観点から見て大切な事柄と思われる。
例えば進行方向に高い山などがあってそれにより分割されるような場合は分割を記述したほうがよい。



前1時間降水量予想図では，11時～14時にかけて，降水が顕著に強いところと極端に弱いところが九州地方に隣接して
現れ，ほとんど移動しない状況が予想されている。台風に伴う降水系の特徴と数値予報モデルの地形図に着目して，そのよ
うに予想される理由を50字程度で述べよ。

降水が弱い

降水が強い

３２回 実技２ 問３（５）

36



【設問】

前1時間降水量予想図では，11時～14時にかけて，降水が顕著に強いところと極端に弱いところが九州地方に隣接して現
れ，ほとんど移動しない状況が予想されている。台風に伴う降水系の特徴と数値予報モデルの地形図に着目して，そのように
予想される理由を50字程度で述べよ。

【模範解答】

弧状に伸びる台風の降水域が、山地の風上側で強制上昇を受けて降雨が強まり、風下側で弱まるため。

【解答のポイント】

・台風の低気圧性循環により題意の地域では南～南東の風が吹いていると予想される。

・地形図に着目 という場合は、
・山地の影響
・海岸線の向き などを考慮する。
この設問の場合、降水の強弱の問なので山地の影響を考えるべき

・山地の風上側は、強制上昇流で降水が多い
・山地の風下側は、風上側の降水で水蒸気が少ないので降水が弱い。

・九州の中央山地では南から南東の風になるため山地の南東側で降水が多くなり、山を越えた地域では降水が少なくなる。

３２回 実技２ 問３（５）

37

・九州の中央山地では南から南東の風になるため山地の南東側で降水が多くなり、山を越えた地域では降水が少なくなる。

・模範解答の冒頭部分 「弧状に伸びる台風の降水域」 は、文章的に何か違和感あります。
「降水域」が主語になっていますが、強制上昇するのは降水域ではなく気塊もしくは気流。

強いて書くなら

弧状の台風の降水域において、山地の風上側で気流が強制上昇を受けて降雨が強まり、風下側で弱まるため。



台風に伴う相当温位345K以上の領域の形状と大きさは，初期時刻から24時間後にかけてどのように変化すると予想されて
いるかを55字程度で述べよ。

850hPa相当温度・風 予想図

初期時刻

１２時間 ２４時間

３２回 実技２ 問４（１）

38



【設問】

台風に伴う相当温位345K以上の領域の形状と大きさは，初期時刻から24時間後にかけてどのように変化すると予想されて
いるかを55字程度で述べよ。

【模範解答】

初期時刻には台風中心付近の円形の領域とそれを取り巻く領域があるが、時間とともに縮小し中心付近のみとなる。

【解答のポイント】

・必須の回答要素は、「形」、「大きさ」、「変化」

・345K以上の領域を初期時刻、１２H、２４Hでまずは把握する。

・まず言えることは、明らかに「縮小」している。

・形状は、この場合表現が難しい。 中心付近とその周辺に分けて表現してみる。

・中心付近は小さくはなるが２４Hまで円形で存在している。周辺を取り巻く領域が次第になくなっている。

・この問題は、形状の表現が種々あるので模範解答のとおりにはなかなか答えるのは困難と思われる。
できるだけ見たままを記述するしかない。

３２回 実技２ 問４（１）

39

できるだけ見たままを記述するしかない。



竜巻発生地点Dにあるレーダーエコーは竜巻の発生と関係するとみられるが，このレーダーエコーはどのような特徴をもっている
か。また，そのレーダーエコーは台風のどのような降雨帯にあるか。併せて40字程度で述べよ。

３２回 実技２ 問６（２）

40

スパイラルバンド



【設問】

竜巻発生地点Dにあるレーダーエコーは竜巻の発生と関係するとみられるが，このレーダーエコーはどのような特徴をもっているか。
また，そのレーダーエコーは台風のどのような降雨帯にあるか。併せて40字程度で述べよ。

【模範解答】

非常に発達した対流性エコーであり、台風を取り巻く帯状の降雨帯（スパイラルバンド）の中にある。

【解答のポイント】

・必須の回答要素: エコーの特徴、台風特有の降雨帯

・エコーの特徴: 台風の降雨帯なので、層状性エコーではなく対流性エコー。
竜巻が発生し、エコーも強い色で表現されているので非常に発達している。

・台風特有の降雨帯と言えば 「スパイラルバンド」 である。

３２回 実技２ 問６（２）

41



地上気温が同じときに，相対湿度の高低が降水の型に与える影響として図12から読み取れることを20字程度で述べよ。ま
た，そのようになる理由を40字程度で述べよ。

３３回 実技２ 問４（２）

42



【設問】

地上気温が同じときに，相対湿度の高低が降水の型に与える影響として図12から読み取れることを20字程度で述べよ。また，
そのようになる理由を40字程度で述べよ。

【模範解答】

・相対湿度が低いほど雪になりやすい
・相対湿度が低いほど昇華による雪片表面の冷却効果が大きく融解しにくくなるため。

【解答のポイント】

・降水の型の典型的な設問
・模範解答を丸暗記すべき

３３回 実技２ 問４（２）

43



表1の東京と三島の地上気温の予想によると，2日21時(12UTC)～3日9時(00UTC)までの12時間に，東京では三島
よりも大きな気温の低下が予想されている。このことについて，図13の数値予報による975hPaの気温の予想を用いて以下
の問いに答えよ。
①図13の関東地方の平野部における２℃の等温線の移動について30字程度で述べよ。

３３回 実技２ 問４（４）①

44



【設問】

東京と三島の地上気温の予想によると，2日21時(12UTC)～3日9時(00UTC)までの12時間に，東京では三島よりも大
きな気温の低下が予想されている。このことについて，図13の数値予報による975hPaの気温の予想を用いて以下の問いに答
えよ。
①図13の関東地方の平野部における２℃の等温線の移動について30字程度で述べよ。

【模範解答】

２℃の等温線は、関東地方の平野部を北から南に大きく移動する

【解答のポイント】

・２℃の等温線を図に記述して移動の状況を把握する。

・ほぼ見たままを解答する。

・題意が、「関東地方の平野部における２℃の等温線の移動について」なので、主語を省略して移動そのものについて解答
すると 「北から南に移動する」 と簡潔に書くこともできる。

しかし、30字程度という条件があるので、主語を省略しないで記述するべき。
簡潔に答えろとの題意であれば「北から南に移動する」でよい。

３３回 実技２ 問４（４）①

45



関東地方の平野部と三島付近で気温の低下の違いが起きる理由を，風に着目し図14にも留意して60字程度で述べよ。

東京の方が気温の低下が激しい

３３回 実技２ 問４（４）②

46



【設問】

関東地方の平野部と三島付近で気温の低下の違いが起きる理由を，風に着目し図14にも留意して60字程度で述べよ。

【模範解答】

関東地方の平野部では、北寄りの風によって冷気が南下するが、三島付近では関東地方西部の山岳に阻まれて冷気が侵入
しにくいため。

【解答のポイント】

・地形図を参照する場合は、必ず山岳の影響を考慮する。

・東京では気温が下降し０℃ほどになるが、三島ではそこまで下がらない。

・①の設問で、２℃の等温線が南下しているという事は、平野部を冷気が南下している。

・冷気南下の要因は、北寄りの風が吹いていること。

・三島は、関東西部の山の西側（影）にあたり、北寄りの風による冷気南下の影響を受けにくい。

３３回 実技２ 問４（４）②

47



図を用いて，黄海の低気圧の温度構造に関する以下の問いに答えよ。
低気圧に伴う対流圏界面の形状と，これより上層における温度構造の特徴を50字程度で述べよ。

３３回 実技１ 問２（２）③

48



【設問】

図を用いて，黄海の低気圧の温度構造に関する以下の問いに答えよ。低気圧に伴う対流圏界面の形状と，これより上層に
おける温度構造の特徴を50字程度で述べよ。

【模範解答】

対流圏界面は、低気圧の中心付近で垂れ下がっており、これより上層では低気圧の中心付近に暖気核がある。

【解答のポイント】

・対流圏界面の形状の問に対しては、「垂れ下がっている」 が定番。

・低気圧中心付近の圏界面より上には 「暖気核」 が存在する。

３３回 実技１ 問２（２）③

49



図6の地上24時間予想図には，四国地方から山陰沖にかけて，前12時間に10mm以上の降水域が予想されている。
図6と図7を用いてこの降水域に関する以下の問いに答えよ。

この降水域内にみられる850hPaの相当温位分布の特徴を相当温位の値を用いて30字程度で述べよ。

左図の領域を写した

３３回 実技１ 問３（２）④

50

降水10mmのライン 309Kのライン



【設問】

図6の地上24時間予想図には，四国地方から山陰沖にかけて，前12時間に10mm以上の降水域が予想されている。
図6と図7を用いてこの降水域に関する以下の問いに答えよ。
この降水域内にみられる850hPaの相当温位分布の特徴を相当温位の値を用いて30字程度で述べよ。

【模範解答】

相当温位が309K以上の領域が南から北に伸びている。

【解答のポイント】

・相当温位分布の特徴
「等相当温位線が込んでいる、集中している」
「高相当温位の領域」
「相当温位の勾配が」 などがよく使われる。

・この設問の場合、降水域との対応を聞いているので、「高相当温位の領域」、つまり多湿な領域であることを考えさせるもの。
10mm以上の降水の領域(等降水量線)である赤で囲んだ領域で見ると、ちょうど309Kのラインが領域内にあり、それ以上の
高相当温位の領域が南から北へ入り込んでいる。

３３回 実技１ 問３（２）④
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50mm刻みの等値線をそれぞれ実線で描くとともに，等値線の値を付記せよ。また，この降水量分布の特徴を35字程度で
述べよ。

３３回 実技１ 問４（２）

52



【設問】

50mm刻みの等値線をそれぞれ実線で描くとともに，等値線の値を付記せよ。また，この降水量分布の特徴を35字程度で
述べよ。

【模範解答】

高知を含み、南西から北東に伸びる領域で降水量が非常に大きくなった。

【解答のポイント】

・解答の文章は、図を見たままとなっている。

・この設問のポイントは、等値線をいかに正確に書けるか。

・表現方法は種々あり、模範解答そのままでなくてもよいと思う。

南西から北東の走向を持つ帯状の降水域で、高知市付近で最も降水が強い。

いずれにしても、南西～北東の文言は外せない。

３３回 実技１ 問４（２）

53



図9における降水域の分布と移動の特徴を図8と比較して，その相違点を25字程度で述べよ。

３３回 実技１ 問４（３）

54



【設問】

図9における降水域の分布と移動の特徴を図8と比較して，その相違点を25字程度で述べよ。

【模範解答】

数値予報より降水域の集中性が高く、移動が遅い。

【解答のポイント】

・図９(解析雨量図) を 図８(数値予報予想図) と比較してという設問なので、主語は、「解析雨量図]である。

・25字で多くは言えないので分布と移動を簡潔に比較する。

・分布の特徴
解析雨量図(図９)は、緑や黄色の領域が狭く、集中している。また降水強度も強い。

・移動の特徴
解析雨量図(図９)は、特に四国を見ると２４時でも強雨域が残っており、全体的な移動が遅い。

３３回 実技１ 問４（３）
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米子を(ア)と選んだ理由を，850hPaの風と海面水温に着目して60字程度で述べよ。

湿潤層 チェジュ島

米子

西寄りの風

３４回 実技２ 問２（３）

56

湿潤層



【設問】

米子を(ア)と選んだ理由を，850hPaの風と海面水温に着目して60字程度で述べよ。

【模範解答】

風向が西寄りで、チェジュ島より海面水温が高い海域を⾧距離にわたって吹走するため気団変質して湿潤層がより厚くなるため。

【解答のポイント】

・海面水温が提示されたら、海面との水蒸気のやり取りが関係する。

・この設問では、風、海面水温、⾧距離、気団変質が外せない。

・西寄りの風で流入する乾燥した気塊が、⾧距離にわたって海面上を吹走して水蒸気の供給を受けて湿潤に変質する。

・この類の設問では、湿潤層の厚みや移流霧、層雲が問われる事が多い。

・冷たく乾燥した空気に、（相対的に）温かい海面。 これは風呂場の湯気をイメージするとよい。

３４回 実技２ 問２（３）

57



秋田沖の低気圧が三陸沖に進み，冬型の気圧配置が強まると予想されていることから，東日本と西日本の日本海側では
大雪のおそれがある。このような場合に東日本で予想される降雪の地域的な(沿岸や平野，内陸や山沿いなど)分布の特徴
を，図6(下)を用い，風に関連付けて45字程度で述べよ。

３４回 実技２ 問３（３）

58



【設問】

秋田沖の低気圧が三陸沖に進み，冬型の気圧配置が強まると予想されていることから，東日本と西日本の日本海側では大
雪のおそれがある。このような場合に東日本で予想される降雪の地域的な(沿岸や平野，内陸や山沿いなど)分布の特徴を，
図6(下)を用い，風に関連付けて45字程度で述べよ。

【模範解答】

気圧傾度が大きく北西の風が強いため、沿岸や平野部に比べて内陸や山沿いで降雪量が多くなる。

【解答のポイント】

・この設問は、典型的な「山雪型」、「里雪型」の特徴の問題である。

・低気圧が三陸沖に抜けることによって西高東低の気圧配置となり、東北地方では西寄りの風となりいわゆる「山雪型」となる。
日本海上に低気圧がある場合は、「里雪型」になる。

・図の低気圧の位置と矢旗から、北西風であることを読み取り、風が強い裏付けとして気圧傾度に言及している。風は強いほど、
山沿いの雪が強くなる傾向にある。
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図12および表1をもとに，12時間後～24時間後の低気圧と根室地方の位置関係と，この期間に予想
される根室地方の風・降水量および沿岸の波の状況について55字程度で記述せよ。

根室地方
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【設問】

図12および表1をもとに，12時間後～24時間後の低気圧と根室地方の位置関係と，この期間に予想される根室地方の
風・降水量および沿岸の波の状況について55字程度で記述せよ。

【模範解答】

低気圧の北に位置し、東寄りの非常に強い風が続き、３時間降水量が次第に多くなる。沿岸はしけのち大しけとなる。

【解答のポイント】
・T=12～T=24が対象。
T=12(5日21時) ＝ 5日夜遅く から
T=24(6日9時) ＝ 6日朝 まで

・根室地方の南海上を低気圧が移動するので根室地方は、低気圧の北に位置する。

・風の状況
風向と風速（強さ）を言及する。
風向は、図12から東北東～北東で、模範解答では「東寄り」としている。
風速は、図12では30~40ノットと読めるが、表1では20m/s以上になっているので「非常に」強い風となる。

10m/s やや強い
15m/s 強い
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15m/s 強い
20m/s 非常に強い
30m/s 猛烈な

・降水量の状況
図12から降水域の色が、緑色から黄色になり 「次第に多くなる」 と表現。
降水の強さではなく降水量の変化を求めている。

・沿岸の波の状況
波の状況は、波高から「しけ」の階級を答える。
指定時間は、5日夜遅く～6日朝 なので波高は、表1から 6m のち 7m となる。

波の階級は、各々 ～ｍ以上 を示しているので、
6mは、「しけ」 7mは、「大しけ」 となる。

4m以上 しける
6m以上 大しけ
9m以上 猛烈にしける



図12では，北海道オホーツク海側で6日21時までの24時間の降水量が非常に多くなることが予想されているが，一方でこ
れに隣接する旭川(図中に位置を示す)付近では降水量が少なく予想されている。このように，北海道オホーツク海側で24時
間の降水量が旭川付近と対照的に多く予想される理由を60字程度で述べよ。

降水が少ない

北東風
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降水が少ない

降水が少ない



【設問】

図12では，北海道オホーツク海側で6日21時までの24時間の降水量が非常に多くなることが予想されているが，一方でこれ
に隣接する旭川(図中に位置を示す)付近では降水量が少なく予想されている。このように，北海道オホーツク海側で24時間
の降水量が旭川付近と対照的に多く予想される理由を60字程度で述べよ。

【模範解答】

低気圧の動きが遅く、⾧時間にわたって北東の風が続き、またオホーツク海側では山地の影響を受けて上昇流が強化されるた
め。

【解答のポイント】

・降水量が多くなる理由
一般的には、次の要因が考えられる。
・降水域が滞留する
・強い上昇流
・暖湿気塊の流入

・降水の多寡比較の問題の場合、山地が影響していることが多い。

・北海道の山地の位置を把握しておくこと。

３４回 実技２ 問４（３）

63

・オホーツク海側で降水が多くなる理由を答えるので旭川側がどうなっているかは不要。

・図12から24時間の期間で、低気圧の移動が遅く、降水が⾧く続くことが予想される。
オホーツク海側から北東風が吹くと、山地の影響で強制上昇が生成される。
旭川は山地の風下で、下降流となり降水が弱まる。



本州付近の渦度分布は，初期時刻から36時間後にかけてどのように変化すると予想されるかを75字程度で述べよ。

初期 １２時間

２４時間 ３６時間

中国東北区の低気圧
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【設問】

本州付近の渦度分布は，初期時刻から36時間後にかけてどのように変化すると予想されるかを75字程度で述べよ。

【模範解答】

初期時刻ではほぼ全域が負の渦度域になっているが、中国東北区の低気圧に伴う正の渦度域が南下することにより、３６時
間後には本州南岸が正の渦度域となる。

【解答のポイント】

・初期時刻の状況と、36時間後の状況を把握し、変化の過程も言及する。
・本州（赤線域）にフォーカスする。

・初期時刻
東北北部を除いて負渦度域

・変化過程
帯状の正渦度域が、南下している。

・36時間後
帯状の正渦度域が本州南岸に横たわっている。
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・帯状の正渦度域が何によってもたらされているかを言及すると完璧。
簡易な解答としては、 ～なっているが、帯状の正渦度域が南下することにより～ であるが恐らく指定の字数をかなり下回る
ことになるので「中国東北区の低気圧に伴う」を補足する。



図1，図3および図5～図7を用いて，初期時刻から低気圧の中心気圧が最も深くなる時刻までの，地上低気圧の中心と
500hPaトラフとの相対的な位置の変化の予想を45字程度で述べよ。

初期 １２Ｈ ２４Ｈ
500hPa トラフ 地上低気圧中心
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３６H

初期時刻 994hPa 図１、３
１２Ｈ 992hPa 図５
２４Ｈ 988hPa 図６
３６Ｈ 996hPa 図７



【設問】

図1，図3および図5～図7を用いて，初期時刻から低気圧の中心気圧が最も深くなる時刻までの，地上低気圧の中心と
500hPaトラフとの相対的な位置の変化の予想を45字程度で述べよ。

【模範解答】

トラフは初め低気圧中心の西側にあるが、中心気圧が最も低くなる時刻にはほぼ一致する。

【解答のポイント】

・図１と３が初期時刻。図５～７が１２Ｈ～３６Ｈである。

・題意により、初期時刻から中心気圧が最も深くなる時刻までなので、最も深いのが２４Ｈの988hPaなので、初期時刻から
２４Ｈまでを回答すればよい。

・500hPaトラフと地上低気圧の位置関係の典型的な設問である。

・500hPaトラフが地上低気圧の西側にあり、地上低気圧に次第に接近する間、低気圧は「発達期」であり、一致する頃に「最
盛期」になる。

・その後トラフが地上低気圧を追い越したり、トラフが不明瞭になるなどして低気圧への寄与はなくなり、「衰退期」に入る。
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図10で，上対馬における相当温位は15日昼前からその後の時間帯にかけてどのように変化すると予想されているか。345Ｋ
以上の高相当温位域に着目して40字程度で述べよ。

上対馬
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【設問】

図10で，上対馬における相当温位は15日昼前からその後の時間帯にかけてどのように変化すると予想されているか。345Ｋ
以上の高相当温位域に着目して40字程度で述べよ。

【模範解答】

この時間帯は高相当温位域にあるが、その後はこれよりも低い相当温位域内になる。

【解答のポイント】

・15日昼前は、9~12時のこと。

・345K以上の相当温位の領域を着色して見やすくする。

・345K以上の高相当温位域がどう変化するかではない事に注意。上対馬における相当温位がどうなるのかを解答する。

・模範回答では、「この時間帯は」と言っているが、正確には「15日昼前には」である。
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